課題研究基礎　授業進行表　５回目
テーマ： 議論技術３
目　的： 意見を伝える力と、他人の意見からアイデアを広げる力を育成する。
方　法： 前回整理したアイデアを他班へ発表し、もらった意見からさらにアイデアを深める。
配布物： なし
留意点： 前回と同じ席に座る。配付物はすべて机上に置いておく。
　　　　プロジェクター準備は事前に行う。
	時間
	内容・授業進行
	留意事項
	PP

	１分
	出席確認　ワークシート配布
	
	１

	１分
	本時の流れと振り返り
・本時の課題を確認する
①アイデアはどのように共有するのか？
②アイデアをさらに高めるには、どのようにす
　ればよいのか？
・本時の流れを確認する
	




・全体の流れのなかで、共有の位置を説明する
	
２



３　４

	４分



20分
	アイデア共有
・アイデアを共有するために必要なことを理解す
　る
・プレゼンテーションの考え方理解する
アイデア共有実習１（20分）
・班を解体し、自班を代表して他班のメンバーに企画書の説明を行う
・１人当たり、発表時間は１分、質問１分
	
・他者へ伝えるために行うべき工夫を数例あげさせる
・聴衆の立場になって考えさせる

・番号を振り直し、８班を５班に再編成し、席を移動する
・１人１分以内で企画書を元に説明する
	
５

６

７

８

	20分
	アイデア共有実習２（20分）
・元の班に戻り、他班からもらった意見を共有する。
・改善点をブラシュアップして、授業用企画書に赤字で修正して完成させる
	


[bookmark: _GoBack]企画書は回収し、ルーブリックに従って点数をつけ、担任を通じて後日返却する。
	９

	４分
	振り返り
・本時の課題の答えをペアトークで確認する
・今後LHRでさらに昇華させることを理解する
	
①なぜ議論が必要か？
アイデアを拡張させ、整理し、質を上げるために必要
②アイデアはどのように拡張させるのか？
マインドマップやブレインストーミングを利用し、個人のアイデアを集団で昇華させていく
③計画を立てるために、どのような準備が必要か？
　目的を明確にし、意義や新規性を明確にした上で、実現可能性をあげる
	
10


参考資料：トニー・ブザン(2018).「マインドマップ最強の教科書」小学館集英社プロダクション
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